
51 

 

別紙４ 
 

厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

日本の輸血医療における指針・ガイドラインの適切な運用方法の開発 

 

「輸血医療全般に関する情報収集」 

 

研究分担者 高見 昭良 愛知医科大学 医学部 教授 
 

研究要旨 

2017年に発表された日本輸血・細胞治療学会による「科学的根拠に基づいた血小板製剤の使用ガイ

ドライン」は、国内初の科学的根拠に基づいた血小板製剤使用ガイドラインであり、臨床で広く活用

されている。2019年に 1度改定されたが、ガイドラインは常に更新されるべきである。2017年から

2022年 PubMed、Cochrane、医中誌での全発表論文を対象に関連文献を検索し、119論文を一次選

択した。論文内容をさらに精査し、安全で信頼できるガイドラインを目指したい。 

 

Ａ. 研究の目的 
科学的根拠に基づいた血小板製剤の使用ガイド

ライン(日本輸血・細胞治療学会 2019 年改定 
http://yuketsu.jstmct.or.jp/guidelines/ ）を改
定する。 
 

Ｂ. 研究方法 
1. 対象：2017 年から 2022 年 9 月 PubMed、

Cochrane、医中誌での発表論文とした。 
2. 検索式 

(1). PubMed：以下の通りとした。 
(2). Cochrane ：全 5888 文献中 Cochrane 

Reviews 28文献とした。 
(3). 医中誌：以下の通りとした。 

 
（倫理面への配慮） 
該当せず 

 

Ｃ. 研究結果 
1. CQを以下に決定した。 
CQ1：がん・造血器悪性腫瘍の化学療法、自家造血

幹細胞移植，同種造血幹細胞移植における血小板輸
血はどのように行うべきか 
CQ2：造血不全における血小板輸血はどのように行

うべきか  
CQ3：血小板減少を呈する処置・手術における血小

板輸血はどのように行うべきか 

http://yuketsu.jstmct.or.jp/guidelines/
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CQ4：特発性血小板減少性紫斑病における血小板輸
血はどのように行うべきか 
CQ5：血栓性血小板減少性紫斑病における血小板輸

血はどのように行うべきか 
2. 文献選択 
2017年から 2022年 9月 PubMed、Cochrane、医中

誌に発表された全論文を対象に、科学的根拠に基づ
いた血小板製剤の使用ガイドラインに必要な論文
を抽出した。ハンドサーチ論文を加え、全 395文献
を選択した。 
3. 一次選択 
395 文献の内容を確認し、119 文献を一次選択し

た。 
 

Ｄ.考察 
血小板減少患者の管理や抗がん化学療法・手術・

処置の安全性確保、出血の予防・治療において、血

小板製剤の有効性は高い。一方血小板製剤は、献血

者の厚意に基づく貴重な薬剤である。副作用や血

小板輸血不応症の懸念もあり、血小板製剤の使用

は必要最小限にとどめるべきである。血小板製剤

の使用ガイドラインはこれらの具現化に役立つと

期待される。 

一方、「ガイドライン」は臨床試験結果の科学的根

拠を示したものに過ぎず、例外なく全患者・全臨床

病態に当てはまるとは限らない。個々の患者や臨

床病態に応じ、総合的・弾力的に判断されるべきで

ある。今後は臨床や患者側のニーズも取り入れな

がら、双方向での議論も必要と思われる。 

 

Ｅ. 結論 
安全で信頼できる血小板製剤使用ガイドライン

が求められている。ガイドライン改定作業に着手
し、関連論文の一次選択を終えた。論文内容を精査
し、改定ガイドラインの完成を目指す。 
 

Ｆ. 健康危険情報 
なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
なし 
 2. 実用新案登録 
なし 
 3.その他 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


